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就
任
あ
い
さ
つ

甲
府
市
議
会
議
長

未
木
隆
義

甲
府
市
議
会
副
議
長

雨
宮
年
江

去
る
四
月
の
統
一
選
挙
の
結
果
'
新
た
に
構
成
さ
れ
た
甲
府
市

議
会
五
月
臨
時
会
に
お
い
て
､
議
員
各
位
の
御
推
挙
に
よ
り
栄
誉

あ
る
議
長
､
副
議
長
に
選
任
さ
れ
ま
し
た
｡
私
ど
も
に
と
り
ま
し

て
､
誠
に
身
に
余
る
光
栄
で
あ
り
'
そ
の
責
任
の
重
大
さ
を
痛
感

し
て
い
る
次
第
で
あ
り
ま
す
｡

本
市
も
､
山
本
市
政
第
三
期
日
を
迎
え
､
目
前
に
迫
る
二
十
一

世
紀
へ
向
け
'
｢
回
復
･
交
流
･
育
成
-
そ
し
て
未
来
へ
｣
　
の
基

本
理
念
の
も
と
､
思
い
や
り
と
希
望
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り
を
は

じ
め
と
し
た
五
つ
の
基
本
施
策
を
掲
げ
､
新
行
政
改
革
大
綱
の
策

定
な
ど
､
積
極
的
な
行
政
改
革
に
取
り
組
ん
で
い
る
と
こ
ろ
で
す
｡

長
期
に
及
ぶ
景
気
の
低
迷
も
､
依
然
と
し
て
厳
し
い
状
況
下
に

あ
り
'
地
方
分
権
推
進
一
括
法
案
が
閣
議
決
定
さ
れ
､
更
に
来
年

四
月
か
ら
ス
タ
ー
ト
す
る
介
護
保
険
制
度
な
ど
'
財
政
環
境
も
厳

し
さ
を
増
し
て
い
ま
す
｡

私
ど
も
市
議
会
も
､
市
民
の
皆
様
が
甲
府
市
に
住
ん
で
良
か
っ

た
と
実
感
で
き
る
ま
ち
づ
く
り
を
目
指
し
'
全
力
を
挙
げ
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
､
一
層
の
ご
支
援
ご
協
力
を
お
願
い
申

し
あ
げ
ま
す
｡
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義正正
孝富剛

●

月
金時

5
臨

議
会
の
構
成
決
ま
る

定
数
十
二
人

市
議
会
改
選
後
の
初
議
会
で
あ
る
臨
時
市
議
会
は
､
五
月
十
八
日
に
招
集
さ
れ
､

会
期
を
一
日
と
定
め
､
正
副
議
長
な
ど
新
議
会
の
構
成
と
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た

補
正
予
算
､
条
例
の
一
部
改
正
､
収
入
役
及
び
監
査
委
員
の
選
任
等
六
議
案
に
つ

い
て
審
議
し
ま
し
た
｡

正
副
議
長
の
選
任
に
つ
い
て
は
､
投
票
に
よ
り
第
八
十
一
代
議
長
に
未
木
隆
義

氏
(
新
政
ク
ラ
ブ
)
が
､
第
九
十
一
代
副
議
長
に
は
雨
宮
年
江
氏
(
政
友
ク
ラ
ブ
)

が
そ
れ
ぞ
れ
当
選
さ
れ
ま
し
た
｡

ま
た
､
議
会
に
お
け
る
内
部
審
査
機
関
と
し
て
､
条
例
に
よ
り
設
置
さ
れ
て
い

る
四
つ
の
常
任
委
員
会
並
び
に
議
会
運
営
及
び
議
長
の
諮
問
に
関
す
る
事
項
な
ど

を
調
査
す
る
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
を
選
任
し
､
さ
ら
に
組
合
議
員
､
議
会
選

出
監
査
委
員
等
を
選
出
し
て
議
会
構
成
を
終
わ
る
と
と
も
に
､
提
出
さ
れ
た
議
案

に
つ
い
て
'
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
し
ま
し
た
｡

な
お
､
議
員
提
案
さ
れ
た
　
｢
甲
府
市
議
会
委
員
会
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
莱

例
制
定
｣
を
原
案
ど
お
り
可
決
し
､
｢
新
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
の
立
法
化
に
関
す
る
意

見
書
提
出
｣
　
は
審
議
す
る
こ
と
を
否
決
し
て
五
月
臨
時
会
を
閉
会
し
ま
し
た
｡

委

　

員

　

長

副
委
員
長

委

　

　

　

員

海
野
平
八
郎

山
村
　
雄
二

森
沢
　
幸
夫

小
野
　
雄
造

石

原

　

　

剛

大
村
幾
久
夫

宮
川
　
章
司

依
田
　
敏
夫

福

永

　

　

稔

内
藤
　
幸
男

斉
藤
　
憲
二

堀
内
　
征
治

山
村
　
勝
一

保

坂

一

夫

中
山
　
善
雄

金
丸
　
三
郎

秋
山
　
雅
司

加

藤

　

　

裕

=
議
会
一
口
メ
モ
=

議
会
選
出
監
査
委
員
に

細
田
　
清
氏

議
会
選
出
の

監
査
委
員
宮
川

章
司
氏
の
任
期

満
了
に
伴
い
､

縫

務

委

員

会

定
数
九
人

欝
離
雪
景
会
定
数
八
人

委

　

員

　

長

副
委
員
長

委

　

　

　

員

桜
井
　
正
富

斉
藤
　
憲
二

木
村
幾
久
夫

委

　

員

　

長

副
委
員
長

委

新
た
に
細
田
清
氏
を
選
任
す
る
議
案
が

今
臨
時
会
に
提
出
さ
れ
､
採
決
の
結
果
､

全
員
異
義
な
く
同
意
す
る
こ
と
と
決
し

ま
し
た
｡

嚢
嚢
塗

定
数
八
人

委

　

員

　

長

副
委
員
長

委

副
委
員
長

柳
沢
　
暢
幸

海
野
平
八
郎

深
沢
　
芳
次

官
用
　
章
司

石

原

　

　

剛

甲
府
地
区
広
域
行
政

事
務
組
合
議
員
を
選
挙

前
期
議
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
'
本

市
選
出
の
組
合
議
会
議
員
十
二
人
の
選

挙
が
行
わ
れ
､
指
名
推
選
に
よ
り
､
次

の
各
議
員
が
当
選
し
ま
し
た
｡

収
入
役
に
小
林
氏

監
査
委
員
に
飯
島
氏

を
同
意

本
臨
時
会
に
､
三
月
三
十
一
日
付
け

で
退
職
し
た
松
本
康
成
収
入
役
の
後
任

に
小
林
清
氏
を
､
同
じ
く
平
出
衛
一
監

査
委
員
の
後
任
と
し
て
､
飯
島
元
紀
氏

を
選
任
す
る
議
案
が
提
出
さ
れ
､
そ
れ

ぞ
れ
同
意
し
ま
し
た
｡

専
決
処
分
を
承
認

専
決
処
分
　
(
甲
府
市
市
税
条
例
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て
)
､

専
決
処
分
　
(
平
成
十
年
度
甲
府
市
一
般

会
計
補
正
予
算
　
(
第
六
号
)
)
､
専
決
処

分
　
(
平
成
十
年
度
甲
府
市
老
人
保
健
事

業
特
別
会
計
補
正
予
算
　
(
第
五
号
)
)

に
つ
い
て
は
'
い
ず
れ
も
当
局
原
案
の

と
お
り
承
認
さ
れ
ま
し
た
｡

依
田
　
敏
夫

飯
沼
　
　
忠

森
沢
　
幸
夫

市
政
の
あ
ら
ゆ
る
事
柄
を
､
本
会
議

で
議
員
全
員
が
参
加
し
て
審
査
す
る
よ

り
も
､
幾
つ
か
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ

そ
れ
ぞ
れ
を
専
門
的
に
相
談
し
た
ほ
う

が
討
議
が
深
め
ら
れ
､
能
率
も
上
が
り

ま
す
｡
そ
の
た
め
､
議
会
の
中
に
予
備

審
査
的
な
機
関
と
し
て
委
員
会
が
設
け

ら
れ
て
い
ま
す
｡

委
員
会
に
は
､
常
設
さ
れ
る
常
任
委

員
会
､
議
会
運
営
委
員
会
と
条
例
･
予

算
･
決
算
な
ど
必
要
に
応
じ
て
審
査
す

る
特
別
委
員
会
が
あ
り
､
議
会
か
ら
付

託
さ
れ
た
議
案
や
請
願
･
陳
情
の
審
査
､

決
め
ら
れ
た
受
け
持
ち
事
項
　
(
所
管
事

項
)
　
の
調
査
な
ど
を
行
い
ま
す
｡

委
員
会
に
は
委
員
長
が
一
名
お
り
､

必
要
の
都
度
､
委
員
長
が
委
員
会
を
招

集
し
､
活
動
し
て
い
ま
す
｡

本
市
議
会
の
常
任
委
員
会
は
､
総
務

委
員
会
･
民
生
文
教
委
員
会
･
経
済
都

市
開
発
委
員
会
･
建
設
水
道
委
員
会
の

四
つ
が
あ
り
､
議
員
は
必
ず
一
つ
の
常

任
委
員
会
の
委
員
に
な
る
こ
と
と
さ
れ
､

任
期
は
一
年
､
定
数
は
総
務
委
員
会
と

民
生
文
教
委
員
会
が
九
人
､
経
済
都
市

開
発
委
員
会
と
建
設
水
道
委
員
会
が
八

人
で
､
議
会
運
営
委
員
会
の
委
員
の
任

期
は
一
年
､
定
数
は
十
二
人
と
そ
れ
ぞ

れ
条
例
で
決
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

特
別
委
員
会
は
､
本
年
度
は
今
の
と

こ
ろ
設
置
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
｡

●
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甲
府
市
介
護
認
定
審
査
会
の

月
会
委
員
の
定
数
条
例
な
ど

例
6
定

十
六
案
件
を
可
決

囲
囲

囲
開
聞

六
月
定
例
会
は
､
六
月
七
日
に
招
集

さ
れ
､
会
期
を
十
六
日
ま
で
の
十
日
間

と
定
め
､
市
長
か
ら
提
出
さ
れ
た
補
正

予
算
､
条
例
の
制
定
及
び
一
部
改
正
､

市
道
路
線
の
認
定
､
財
産
の
取
得
な
ど

十
六
案
件
に
つ
い
て
審
議
し
ま
し
た
｡

十
日
､
十
一
日
､
十
四
日
ま
で
の
三

日
間
は
､
議
案
に
対
す
る
質
議
及
び
市

政
一
般
に
対
す
る
質
問
を
､
各
会
派
か

ら
十
名
の
議
員
が
代
表
質
問
･
一
般
質

問
に
分
か
れ
て
行
い
､
市
長
等
に
答
弁

を
求
め
ま
し
た
｡

十
五
日
の
各
常
任
委
員
会
で
は
､
本

会
議
で
付
託
さ
れ
た
所
管
の
案
件
に
つ

い
て
へ
　
慎
重
か
つ
十
分
に
審
査
を
し
ま

し
た
｡
-

そ
し
て
､
十
六
日
最
終
日
の
本
会
議

で
は
､
各
常
任
委
員
長
か
ら
付
託
案
件

の
審
査
結
果
が
報
告
さ
れ
'
反
対
と
賛

成
の
討
論
が
あ
り
ま
し
た
が
､
採
決
の

結
果
い
ず
れ
も
当
局
の
原
案
ど
お
り
可

決
し
ま
し
た
｡

ま
た
､
議
員
提
案
さ
れ
た
　
｢
地
方
分

権
一
括
法
案
の
早
期
成
立
を
求
め
る
決

議
｣
　
に
つ
い
て
も
反
対
の
討
論
が
あ
り

ま
し
た
が
､
国
へ
の
意
見
書
提
出
三
件

と
と
も
に
可
決
し
ま
し
た
｡
こ
の
ほ
か
､

農
業
委
員
会
委
員
の
選
任
と
第
一
奥
仙

丈
山
恩
賜
県
有
財
産
保
護
組
合
議
会
議

員
の
選
挙
を
行
い
､
今
定
例
会
を
閉
会

し
ま
し
た
｡

市
政
全
般
に
対
す
る
代
表
質
問
･
一
般
質
問
は
十
日
､
十
一
日
､
十
四
日
の
三

日
間
行
わ
れ
､
各
会
派
か
ら
十
名
の
議
員
が
､
市
長
の
政
治
姿
勢
､
教
育
問
題
､

介
護
保
険
制
度
､
都
市
行
政
､
行
財
政
改
革
､
環
境
行
政
､
旧
市
立
病
院
跡
地
問

題
等
に
つ
い
て
市
の
考
え
方
を
た
だ
し
ま
し
た
｡

主
な
質
問
と
答
弁
の
一
部
に
つ
い
て
の
要
旨
は
次
の
と
お
り
で
す
｡

市
立
幼
稚
園
の
存
廃
問
題
は

(
新
政
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
　
三
年
越
し
の
市
立
幼
稚
園
の
存

廃
問
題
で
､
教
育
委
員
会
で
は
､
今
議

会
に
条
例
の
改
正
案
を
提
出
さ
れ
る
と

伺
っ
て
お
り
ま
す
が
､
そ
の
根
拠
･
経

緯
及
び
本
市
幼
児
教
育
の
今
後
の
振
興

策
等
に
つ
い
て
お
聞
か
せ
く
だ
さ
い
｡

【
答
】
幼
児
教
育
推
進
調
査
研
究
委
員

会
か
ら
の
提
言
､
幼
稚
園
教
育
要
領
及

び
小
学
校
指
導
要
領
の
改
訂
､
園
児
数

の
減
少
､
公
費
負
担
割
合
の
格
差
等
の

視
点
か
ら
廃
園
を
決
断
し
ま
し
た
｡

今
後
の
幼
児
教
育
の
在
り
方
と
し
て
'

新
幼
稚
園
教
育
要
領
も
踏
ま
え
､
子
育

て
中
の
保
護
者
へ
の
支
援
等
､
組
織
的

専
門
的
バ
ッ
ク
ア
ッ
プ
を
し
､
廃
園
後

の
施
設
運
営
に
つ
き
ま
し
て
も
､
地
域

に
貢
献
で
き
る
方
途
を
講
じ
て
ま
い
り

た
い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

介
護
保
険
制
度
に
対
し
市
長

の
考
え
は
　
(
新
政
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
介
護
保
険
制
度
を
､
住
民
福
祉

の
充
実
を
図
る
好
機
と
し
て
捕
ら
え
､

積
極
的
に
取
り
組
む
市
町
村
も
出
だ
し

て
お
り
ま
す
｡
市
長
は
､
本
制
度
の
実

施
を
直
前
に
控
え
､
い
か
な
る
基
本
的

認
識
を
お
持
ち
か
､
お
聞
か
せ
く
だ
さ

ヽ

○

　

○

l
i
Y

【
答
二
品
齢
者
が
増
え
る
一
方
で
介
護

す
る
人
も
高
齢
に
な
り
､
家
族
だ
け
で

の
介
護
は
難
し
く
､
誰
も
が
直
面
す
る

問
題
に
な
っ
て
お
り
ま
す
｡

本
制
度
は
､
市
町
村
が
運
営
主
体
で

あ
り
､
安
定
的
な
介
護
シ
ス
テ
ム
の
構

築
が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

市
民
､
関
係
諸
団
体
､
企
業
及
び
行

政
が
一
体
と
な
っ
て
地
域
全
体
の
要
介

護
者
を
支
え
あ
う
制
度
と
な
る
よ
う
､

取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
す
｡

新
都
市
処
点
事
業
に
つ
い
て

(
新
政
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
当
事
業
は
､
県
都
甲
府
の
顔
を

作
り
上
げ
､
地
域
住
民
に
と
っ
て
そ
の

期
待
度
は
大
い
な
る
も
の
が
あ
り
ま

す
｡

当
初
説
明
会
か
ら
既
に
十
年
の
歳
月

が
流
れ
た
現
在
､
市
の
本
事
業
に
対
す

る
考
え
方
を
示
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

【
答
】
平
成
元
年
に
着
手
し
た
こ
の
事

業
も
､
今
後
は
一
部
事
業
の
見
直
し
を

含
め
､
検
討
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
と

考
え
'
事
業
推
進
に
協
力
し
て
頂
い
て

い
る
'
地
権
者
の
生
活
に
支
障
の
な
い

よ
う
努
め
な
が
ら
､
市
民
の
期
待
に
応

え
る
よ
う
努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
｡
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平成11年6月定例会質問要旨

上 ���梶 兢ｲ�小 伜"�内 俘��福 儁��氏 

田 們r�内 俥"�野 ��｢�藤 �(b�衣 乖��

i/ 况��征 ��雄 傚��辛 ��稔 ��名 
治 儻b�造 ��男 ����ｨ���ﾝx+4�｢�

鮎 ��9?｢�代公 �ｩ?｢�代目 壷�ﾒ�代政 �ｩ�b�一新 ��9�b�会 派 

表室 賀違 偸Ik��鷲 刎��鷲 謄ｲ�鷲 刎��鷲 

同党 �:�7ﾒ�間ブ 亊H7R�間ブ 冢(7R�問ブ 亊H7R�問ブ 

- ��質 問 の 

第ご周 �韈9�b�医知女 �5(樞�新病荒 俐Y&霎b�財行 俟)�i&��介 倡8�9�b�
二み辺 佩ﾉzxﾗ2�療的性 �98ﾎﾂ�山際川 做�h枌�政政 儻ｹ78���護 凛x･為2�
バの町 僖iv8ｧb�費陸に �79]ｲ�梨跡ト 傀員y���構改 倡8�9f��保 况9&靂ﾂ�

イ減村 �.稲ﾙ�R�の害対 �8hﾊ��環地ラ 兒ｨ檠yﾒ�遺草 凛xｹ(ﾝ��険 �'Hｨ亜ﾂ�
パ量と ��(��ﾖ｢�無児す �ｩob�状のス ��ｨ郢�r�攻に 傅ﾉ5����制 ��殄饕�
ス雅の 俚�,ﾈ,��料のる �5�7��造酒ト 丶ｩ�ﾘﾘr�革つ �(i�鞜B�皮 �,ﾈ峪�R�

の進合 蓮に併 ���,"�化支暴 拡援力 ��ﾈ-b�路用基 北計金 ���H,ﾂ�にい って 乂yOX,��の 実 ��hｮ靹｢�
にい 凾ﾌ 凾ﾉ三 凾ﾂ 凾ﾉ 

設つに にいつ �,(,�,B�大iにの につ根 �?����部画集 区に例 �,(,凛��しヽ �4ｸｼh*"��8,�,B�施 侘Xﾇh,"��偉X*"�
lヽつ 刄閣r 凾｢つ �,B��,��冽b�

つてい い �,H*"�つい絶 ヽ 僖霰ﾂ�J間つ制 ーヽ定 �,H*(��8��僭ｨ,"�ﾎｨ�"�伴 �,�,�,B�

て て �,B�lて対 て策 亊H擺������にl つてに �,IZ｢�ｬr�緬%X爾�n(,B�つ 請 �,(,"�+X�(+X�"�ヒつ 冒 

に �,�,��ーヽつ �,������課 �,H,B�

つ �,(,"�てい �,"��,��題 

lヽ て �*(*"�,H,B�て 綿�"�,B��,"�*"�,B�に つ い て 

財
政
構
造
の
改
革
を

(
政
友
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
不
必
要
な
経
費
の
削
減
や
事
業

の
統
廃
合
を
図
り
､
効
果
的
経
営
を
進

め
､
ソ
フ
ト
事
業
に
重
点
を
置
き
､
税

収
確
保
を
図
り
､
中
長
期
の
財
政
計
画

の
公
表
等
の
経
営
戦
略
に
よ
り
､
財
政

構
造
改
革
八
か
年
計
画
を
作
成
し
､
よ

り
健
全
な
財
政
運
営
を
図
る
べ
き
だ
と

思
い
ま
す
が
､
市
長
の
見
解
を
お
伺
い

し
た
い
｡

【
答
】
　
ソ
フ
ト
と
ハ
ー
ド
の
調
和
の
と

れ
た
行
政
執
行
を
行
う
た
め
に
､
行
政

改
革
を
着
実
に
推
進
し
､
事
務
事
業
の

見
直
し
や
､
行
政
執
行
方
法
の
見
直
し

を
行
う
な
ど
､
財
政
構
造
の
健
全
化
に

取
り
組
み
､
財
務
指
標
等
の
公
表
機
会

も
設
け
て
参
り
た
い
と
思
い
ま
す
｡

厳
し
い
財
政
環
境
を
打
開
す
る
た
め

創
意
と
工
夫
を
凝
ら
し
､
健
全
な
財
務

体
質
の
保
持
に
努
め
て
ま
い
り
た
い
と

思
い
ま
す
｡

最
終
処
分
場
問
題
は

(
政
友
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
　
現
最
終
処
分
場
が
満
杯
後
の
焼

却
灰
の
処
分
方
法
と
､
平
成
二
年
か
ら

現
在
に
至
る
ま
で
､
本
市
は
石
和
町
と

｢
ご
み
の
共
同
処
理
｣
　
に
つ
い
て
協
定

に
基
づ
き
､
誠
意
を
持
っ
て
処
理
を
し

て
い
る
に
も
拘
ら
ず
､
現
在
ま
で
処
分

場
の
用
地
確
保
が
出
来
な
い
石
和
町
に

対
す
る
'
市
長
の
決
意
の
程
を
'
お
聞

か
せ
く
だ
さ
い
｡

【
答
】
現
在
､
石
和
町
･
甲
府
市
及
び

用
地
取
得
推
進
委
員
会
で
具
体
的
取
組

を
行
っ
て
お
り
､
現
最
終
処
分
場
の
延

命
化
等
､
多
角
的
な
処
分
方
法
を
検
討

し
､
対
応
を
図
っ
て
参
り
ま
す
｡

病
院
跡
地
の
利
用
計
画
は

(
日
新
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
昨
年
十
月
十
八
日
､
病
院
跡
地

利
用
検
討
委
貝
は
､
｢
医
療
の
灯
を
消

さ
な
い
こ
と
｣
を
基
調
と
し
た
跡
地
利

用
案
を
提
言
し
ま
し
た
｡
当
局
に
お
い

て
も
利
用
計
画
を
策
定
さ
れ
た
と
聞
き

及
ん
で
お
り
ま
す
｡
市
長
の
跡
地
利
用

計
画
を
､
ご
披
露
く
だ
さ
い
｡

【
答
】
提
言
を
踏
ま
え
､
庁
内
に
病
院

跡
地
利
用
計
画
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
設
置

し
､
新
館
の
活
用
方
法
に
つ
い
て
は
､

本
年
度
内
に
中
間
報
告
を
お
示
し
し
､

本
館
に
つ
い
て
は
､
平
成
十
二
年
度
を

目
途
に
､
関
係
団
体
と
協
議
･
調
整
を

図
っ
て
参
り
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
｡

コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
二
千
年

問
題
は
　
(
日
新
ク
ラ
ブ
)

【
間
】
市
は
こ
の
間
題
を
ど
の
よ
う
に

捉
え
､
ど
の
様
な
対
策
を
講
じ
て
い
る

か
､
庁
内
の
電
算
シ
ス
テ
ム
を
は
じ
め

公
共
部
門
の
状
況
と
､
対
応
に
つ
い
て

説
明
を
求
め
ま
す
｡

【
答
】
様
々
な
問
題
の
発
生
が
懸
念
さ

れ
ま
す
が
､
本
市
で
は
､
プ
ロ
グ
ラ
ム

の
修
正
等
に
着
手
し
､
一
部
テ
ス
ト
運

転
を
終
え
､
本
年
十
月
に
実
際
の
環
境

に
近
い
形
で
テ
ス
ト
ラ
ン
を
行
い
ま
す
｡

病
院
･
水
道
･
下
水
及
び
市
場
等
の

機
器
も
､
市
民
生
活
に
支
障
を
来
た
さ

ぬ
よ
う
､
対
応
を
図
っ
て
参
り
ま
す
｡

女
性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶

対
策
に
つ
い
て
　
(
公
明
党
)

【
間
】
男
女
共
同
参
画
社
会
の
実
現
を

阻
害
す
る
女
性
に
対
す
る
暴
力
か
ら
守

る
た
め
､
緊
急
一
時
避
難
所
の
設
置
と

女
性
に
対
す
る
暴
力
を
防
止
す
る
た
め

の
広
報
･
啓
発
活
動
を
推
進
す
べ
き
だ

と
思
い
ま
す
が
､
ご
所
見
を
お
伺
い
致

し
ま
す
｡
､

【
答
】
参
議
院
で
は
､
｢
あ
ら
ゆ
る
女

性
に
対
す
る
暴
力
の
根
絶
に
向
け
て
'

積
極
的
に
取
り
組
む
｣
　
と
の
決
議
が
さ

れ
ま
し
た
｡
本
市
も
､
今
年
度
か
ら
見

直
し
を
行
う
｢
甲
府
女
性
プ
ラ
ン
｣
　
の

な
か
で
､
暴
力
根
絶
に
向
け
て
の
諸
施

策
を
検
討
し
て
参
る
考
え
で
あ
り
ま
す
｡
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私
は
､
こ
の
度
､
多
く
の
皆
様
の

ご
支
援
を
い
た
だ
き
､
第
三
十
五
代

甲
府
市
長
と
し
て
の
職
責
を
引
き
続

き
担
う
こ
と
に
な
り
ま
し
た
｡

誠
に
光
栄
で
あ
り
'
感
謝
の
気
持

ち
と
同
時
に
身
の
引
き
締
ま
る
思
い

で
あ
り
ま
す
｡
来
た
る
べ
き
新
世
紀

の
初
代
市
長
と
し
て
､
専
心
努
力
い

た
す
所
存
で
あ
り
ま
す
｡

市
長
就
任
以
来
今
日
ま
で
､
一
党

一
派
に
偏
し
な
い
､
公
平
で
公
正
な

市
政
運
営
を
行
っ
て
ま
い
り
ま
し
た

が
､
今
後
と
も
市
民
一
人
ひ
と
り
が

ゆ
と
り
と
豊
か
さ
を
実
感
し
､
住
ん

で
良
か
っ
た
と
思
え
る
ま
ち
づ
く
り

を
行
っ
て
ま
い
り
た
い
と
､
決
意
を

新
た
に
い
た
し
た
と
こ
ろ
で
あ
り
ま

す
｡

私
は
､
国
土
審
議
会
政
策
部
会
委

員
と
し
て
､
地
方
公
共
団
体
等
が
地

域
づ
く
り
を
進
め
る
上
で
の
施
策
の

方
向
を
示
す
｢
二
十
一
世
紀
の
国
土

の
グ
ラ
ン
ド
デ
ザ
イ
ン
｣
推
進
の
指

針
策
定
に
参
画
い
た
し
て
お
り
ま
す

が
､
先
見
性
を
持
っ
て
臨
み
､
県
都

と
し
て
の
役
割
を
果
た
す
と
と
も
に

誇
り
と
自
信
に
満
ち
た
ま
ち
づ
く
り

と
し
て
､
新
甲
府
市
総
合
計
画
を
基

に
次
の
五
つ
の
基
本
政
策
を
掲
げ
､

来
た
る
べ
き
新
世
紀
に
向
け
､
積
極

的
な
市
政
運
営
を
図
っ
て
ま
い
り
た

い
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

第
一
は
､
思
い
や
り
と
希
望
に
満

ち
た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
｡

第
二
は
､
歴
史
を
伝
え
新
し
い
文

化
が
生
ま
れ
る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り

ま
す
｡第

三
は
､
安
全
で
快
適
な
美
し
い

ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
｡

第
四
は
､
創
造
性
と
活
力
に
満
ち

た
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
｡

第
五
は
､
交
流
･
連
携
が
ひ
ろ
が

る
ま
ち
づ
く
り
で
あ
り
ま
す
｡

景
気
が
長
期
低
迷
を
続
け
る
中
で

今
は
二
十
一
世
紀
を
展
望
し
､
新
し

い
時
代
へ
の
橋
渡
し
の
極
め
て
重
要

な
　
〝
と
き
〟
　
で
あ
り
ま
す
｡

ま
た
､
同
時
に
甲
府
市
を
取
り
巻

く
行
政
課
題
が
山
積
し
て
い
る
の
も

認
識
し
な
け
れ
ば
な
り
ま
せ
ん
｡

そ
の
第
一
は
､
か
つ
て
な
い
自
治

体
変
革
で
あ
る
地
方
分
権
で
あ
り
ま

す
｡

第
二
は
､
間
近
に
せ
ま
っ
た
介
護

保
険
制
度
で
あ
り
ま
す
｡

第
三
は
'
地
球
温
暖
化
や
ダ
イ
オ

キ
シ
ン
等
の
地
球
規
模
で
の
環
境
問

題
が
深
刻
化
し
て
お
り
ま
す
｡

時
代
の
潮
流
を
踏
ま
え
､
甲
府
盆

地
全
体
が
互
い
に
連
携
･
協
調
し
合

う
中
で
､
盆
地
一
帯
の
発
展
と
更
な

る
住
民
福
祉
の
向
上
に
全
精
力
を
傾

注
し
て
ま
い
る
所
存
で
あ
り
ま
す
｡

介
護
認
定
審
査
会
は

(
日
本
共
産
党
)

【
間
】
公
正
で
民
主
的
な
認
定
審
査
会

が
求
め
ら
れ
て
い
ま
す
｡

介
護
認
定
審
査
会
の
定
数
を
八
十
一

名
と
し
た
根
拠
と
､
生
活
実
態
が
反
映

で
き
る
よ
う
な
認
定
審
査
と
な
る
よ
う

十
分
な
論
議
と
時
間
が
確
保
さ
れ
る
の

か
明
ら
か
に
し
て
い
た
だ
き
た
い
｡

【
答
】
認
定
申
請
予
想
人
数
等
を
考
慮

し
て
､
審
査
会
に
複
数
の
合
議
体
を
設

置
し
､
迅
速
か
つ
公
平
･
公
正
な
審
査

及
び
判
定
が
出
来
る
体
制
を
整
備
し
､

民
主
的
な
運
営
が
図
れ
る
よ
う
努
め
て

参
り
ま
す
｡

ご
み
の
減
量
推
進
を(

無
所
属
)

【
間
】
市
の
分
別
収
集
マ
ニ
ュ
ア
ル
は

判
り
に
く
い
｡
そ
こ
で
､
分
別
収
集
の

モ
デ
ル
地
区
を
作
り
､
市
と
地
域
住
民

等
で
､
市
民
が
実
施
し
易
い
分
別
方
法

を
研
究
し
､
そ
の
結
果
を
市
民
に
提
示

し
て
'
ご
み
の
減
量
化
を
図
る
よ
う
望

み
ま
す
｡

【
答
】
ご
み
の
減
量
と
資
源
と
し
て
の

活
用
を
図
る
た
め
に
は
､
分
別
の
徹
底

が
重
要
と
考
え
て
お
り
ま
す
｡

ご
提
案
の
　
｢
モ
デ
ル
地
区
｣
　
に
つ
き

ま
し
て
は
､
地
元
の
理
解
と
協
力
を
得

る
中
で
設
置
で
き
る
よ
う
､
努
め
て
参

り
ま
す
｡

討
論
の
要
旨

▼
甲
府
市
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

[
反
対
討
論
]
　
日
本
共
産
党

甲
府
市
立
幼
稚
園
廃
園
問
題
は
､

｢
財
政
難
｣
を
口
実
に
､
市
が
幼
児
教

育
に
対
す
る
公
的
責
任
を
放
棄
し
よ
う

と
い
う
の
が
問
題
の
本
質
で
あ
り
､
強

く
反
対
す
る
も
の
で
あ
り
ま
す
｡

甲
府
市
立
幼
稚
園
で
は
､
幼
小
一
貫

教
育
の
実
践
モ
デ
ル
と
し
て
設
立
以
来

そ
の
役
割
を
発
揮
し
て
き
ま
し
た
｡
甲

府
市
の
少
子
化
に
歯
止
め
を
か
け
る
上

で
も
､
少
な
い
保
護
者
負
担
で
良
質
な

教
育
を
提
供
し
､
子
育
て
世
代
の
支
援

を
図
る
こ
と
で
､
甲
府
市
の
役
割
を
発

揮
す
べ
き
で
す
｡

教
育
に
コ
ス
ト
論
を
持
ち
込
み
､
補

助
金
の
大
小
を
問
題
に
せ
ず
､
子
供
た

ち
を
甲
府
市
の
宝
と
し
て
見
る
こ
と
の

方
が
求
め
ら
れ
る
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
｡存

続
を
求
め
る
多
く
の
市
民
の
声
に

背
を
向
け
､
十
分
な
論
議
も
せ
ず
､
甲

府
市
の
教
育
に
対
す
る
公
的
責
任
を
放

棄
す
る
条
例
の
制
定
に
反
対
し
ま
す
｡

[
賛
成
討
論
]
　
政
友
ク
ラ
ブ

羽
黒
･
石
田
幼
稚
園
の
就
園
状
況
は

慢
性
的
な
定
員
不
足
が
続
い
て
お
り
､

現
在
の
園
児
数
は
大
き
く
定
員
を
割
り

込
ん
で
い
る
状
況
に
あ
り
ま
す
｡

教
育
委
員
会
で
は
､
平
成
九
年
に

｢
甲
府
市
幼
児
教
育
推
進
調
査
研
究
委

貴
会
｣
を
設
置
し
'
本
市
の
幼
児
教
育

全
般
に
つ
い
て
調
査
研
究
を
行
っ
た
結

果
､
｢
幼
稚
園
と
し
て
の
教
育
機
能
が

十
分
に
果
た
し
難
く
､
存
続
す
る
こ
と

は
困
難
｣
と
の
提
言
を
受
け
､
同
様
の

結
論
を
得
た
旨
の
報
告
が
さ
れ
て
お
り

ま
す
｡現

在
の
厳
し
い
財
政
状
況
下
に
お
い

て
､
平
成
十
年
度
教
育
費
予
算
の
四
十

三
%
が
両
国
の
運
営
費
で
､
園
児
一
人

当
た
り
の
私
立
幼
稚
園
へ
の
助
成
格
差

が
何
と
百
倍
近
く
に
な
り
､
市
民
の
間

の
不
平
等
感
は
否
め
な
い
状
況
に
あ
り

ま
す
｡行

政
の
効
率
化
･
公
平
化
､
財
政
の

健
全
化
が
求
め
ら
れ
て
い
る
今
､
両
国

廃
止
の
英
断
を
下
し
た
こ
と
は
､
時
宜

を
得
た
選
択
で
あ
る
と
思
い
ま
す
｡

[
反
対
討
論
]
社
会
民
主
党

甲
府
市
は
､
一
､
九
九
六
年
九
月
市

立
幼
稚
園
廃
園
問
題
が
浮
上
し
て
か
ら

今
日
ま
で
､
｢
廃
園
あ
り
と
は
考
え
て

い
な
い
｣
､
｢
結
論
は
検
討
中
｣
を
理
由

に
何
の
方
針
も
公
表
せ
ず
に
い
ま
し
た

が
､
六
月
二
日
突
如
と
し
て
廃
園
を
決

め
ま
し
た
｡

し
か
し
､
園
児
数
は
公
的
な
市
立
幼

稚
園
へ
の
期
待
が
高
ま
り
'
新
年
度
は

増
加
す
る
傾
向
が
あ
り
ま
す
｡
ま
た
､

幼
小
一
貫
教
育
こ
そ
､
こ
れ
か
ら
そ
の

必
要
性
が
問
わ
れ
て
い
る
に
も
関
わ
ら

ず
､
｢
役
割
が
終
わ
っ
た
｣
　
と
す
る
の

は
間
違
い
で
す
｡

さ
ら
に
､
他
市
よ
り
も
遅
れ
て
い
る

私
学
幼
稚
園
や
､
幼
児
教
育
全
体
に
対
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す
る
振
興
策
も
明
ら
か
に
出
来
て
い
ま

せ
ん
｡
改
選
後
に
新
し
く
選
出
さ
れ
た

市
議
会
議
員
は
も
と
よ
り
､
市
議
会
全

体
が
､
改
選
後
の
六
月
議
会
に
お
い
て

結
論
を
出
す
た
め
の
論
議
と
し
て
は
不

十
分
で
あ
り
､
条
例
の
制
定
に
反
対
し

ま
す
｡

▼
地
方
分
権
一
括
法
案
の
早
期
成
立
を

求
め
る
決
議
に
つ
い
て

[
反
対
討
論
]
　
日
本
共
産
党

こ
の
法
案
は
､
日
本
の
法
律
の
三
分

の
一
に
も
相
当
す
る
四
百
七
十
五
本
も

の
法
律
の
改
定
を
一
括
提
案
し
短
期
間

に
審
議
成
立
さ
せ
よ
う
と
す
る
も
の
で

す
｡
ま
た
､
財
源
問
題
の
欠
落
や
機
関

委
任
事
務
を
な
く
す
代
わ
り
に
　
｢
法
廷

委
任
事
務
｣
を
作
り
､
法
定
委
任
事
務

以
外
の
　
｢
自
治
事
務
｣
　
に
も
｢
是
正
要

求
｣
　
が
出
来
る
ば
か
り
か
､
こ
れ
に
従

わ
な
い
場
合
は
自
治
義
務
も
違
法
と
見

な
さ
れ
る
等
､
統
制
の
強
化
を
一
層
図

る
も
の
と
言
わ
ざ
る
を
え
ま
せ
ん
｡

よ
っ
て
､
憲
法
が
保
障
す
る
地
方
自

治
の
発
展
に
つ
な
げ
る
た
め
に
も
慎
重

に
論
議
す
べ
き
で
あ
り
､
決
議
に
つ
い

て
は
反
対
す
る
も
の
で
す
｡

悪

◆
五
菜
を
可
決

○
甲
府
市
固
定
資
産
評
価
審
査
委
員
会

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

○
甲
府
市
市
税
条
例
の
一
部
を
改
正
す

る
条
例
制
定
に
つ
い
て

○
甲
府
市
職
員
特
別
給
与
条
例
臨
時
特

例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
に

つ
い
て

○
甲
府
市
消
防
団
員
等
公
務
災
害
補
償

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

○
甲
府
市
消
防
団
員
退
職
報
奨
金
支
給

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定

に
つ
い
て

◆
平
成
十
一
年
度
甲
府
市
一
般
会
計
補

正
予
算
　
(
第
一
号
)
　
を
可
決

ま
ち
な
か
再
生
事
業
な
ど
の
基
本
計

画
策
定
に
当
た
っ
て
は
､
ま
ち
づ
く
り

と
い
う
観
点
か
ら
､
職
員
や
市
民
に
よ

る
手
づ
く
り
に
よ
り
進
め
る
べ
き
で
は

と
た
だ
し
た
の
に
対
し
､
従
来
の
コ
ン

サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
委
託
す
る
方
法
で

は
な
く
､
市
民
の
公
募
や
専
門
的
な
学

者
等
も
含
め
て
委
員
会
を
作
り
､
そ
の

委
員
会
が
基
本
計
画
を
策
定
し
て
い
く

段
階
で
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
会
社
に
指
示

を
し
､
調
査
や
高
度
な
分
析
を
し
て
も

ら
う
と
い
う
新
し
い
基
本
計
画
づ
く
り

で
あ
る
と
の
答
弁
が
あ
り
ま
し
た
｡

容

総

務

要

義

会

◆
専
決
処
分
に
つ
い
て
　
(
平
成
十
一
年

度
甲
府
市
老
人
保
健
事
業
特
別
会
計

●

補
正
予
算
　
(
第
一
号
)
)
　
を
承
認

◆
三
案
を
可
決

○
甲
府
市
国
民
健
康
保
険
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

○
甲
府
市
教
育
職
員
の
退
職
年
金
及
び

退
職
一
時
金
に
関
す
る
条
例
等
の
一

部
を
改
正
す
る
条
例
等
の
一
部
を
改

正
す
る
条
例
制
定
に
つ
い
て

○
財
産
の
取
得
に
つ
い
て
　
(
甲
府
市
立

小
学
校
の
教
育
用
コ
ン
ピ
ュ
ー
タ
の

取
得
)

◆
甲
府
市
介
護
認
定
審
査
会
の
委
員
の

定
数
等
を
定
め
る
条
例
制
定
を
可
決

介
護
認
定
審
査
会
は
､
介
護
保
険
制

度
に
お
け
る
要
介
護
度
を
認
定
す
る
重

要
な
役
割
を
も
つ
機
関
で
あ
る
の
で
'

認
定
に
際
し
て
は
十
分
に
時
間
を
か
け

て
慎
重
審
議
を
す
る
よ
う
要
望
が
あ
り

ま
し
た
｡

◆
甲
府
市
市
立
学
校
設
置
条
例
の
一
部

を
改
正
す
る
条
例
制
定
を
可
決

幼
稚
園
教
育
と
小
学
校
教
育
の
橋
渡

し
と
し
て
市
立
羽
黒
･
石
田
幼
稚
園
の

役
割
は
大
き
く
､
幼
小
一
貫
教
育
の
役

割
は
ま
だ
終
え
て
い
な
い
｡
ま
た
､
幼

稚
園
関
係
者
等
に
十
分
な
説
明
と
理
解

を
得
ず
､
幼
稚
園
を
廃
園
す
る
条
例
改

正
が
行
わ
れ
る
の
は
反
対
で
あ
る
と
の

意
見
と
､
少
子
化
の
進
行
と
い
う
社
会

状
況
の
中
に
お
い
て
､
小
学
校
以
降
で

の
生
活
学
習
の
基
盤
と
な
る
力
を
育
む

た
め
に
は
､
集
団
生
活
で
の
幼
稚
園
教

育
が
な
さ
れ
る
べ
き
で
あ
る
が
へ
　
園
児

数
が
少
な
い
状
況
が
続
く
現
状
で
は
困

難
で
あ
る
｡
ま
た
､
教
育
の
機
会
均
等

を
図
り
､
市
民
全
体
を
対
象
と
し
た
公

平
･
平
等
な
幼
児
教
育
の
振
興
策
を
推

進
す
る
こ
と
の
方
が
よ
り
重
要
で
あ
る

と
考
え
､
市
立
幼
稚
園
を
廃
園
と
す
る

の
は
や
む
を
得
な
い
こ
と
で
あ
る
と
の

意
見
が
あ
り
､
採
決
の
結
果
､
多
数
を

も
っ
て
当
局
原
案
の
と
お
り
可
決
す
る

も
の
と
決
し
ま
し
た
｡

◆
一
一
請
願
を
み
な
し
不
採
択

○
羽
黒
･
石
田
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め

る
請
願

○
甲
府
市
立
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め
る

請
願

二
請
願
は
､
甲
府
市
市
立
学
校
設
置

条
例
の
一
部
を
改
正
す
る
条
例
制
定
が

可
決
さ
れ
た
こ
と
に
よ
り
､
み
な
し
不

採
択
と
し
て
処
理
し
ま
し
た
｡

◆
学
校
事
務
職
員
及
び
学
校
栄
養
職
員

等
､
現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

対
象
職
員
の
範
囲
を
堅
持
し
､
教
育

の
機
会
均
等
水
準
維
持
向
上
の
た
め

の
請
願
を
採
択

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
(
貢
川

三
号
線
)

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
(
国
母

区
画
整
理
一
号
線
他
人
路
線
)

○
市
道
路
線
の
認
定
に
つ
い
て
　
(
下
飯

田
区
画
整
理
一
号
線
他
十
二
路
線
)

請
願
･
陳
情

の
審
査
結
果

◆
請
願
を
採
択

O
｢
食
糧
･
農
業
･
農
村
基
本
法
｣
　
と

そ
の
関
連
施
策
を
求
め
る
請
願

◆
四
案
を
可
決

○
企
業
職
員
の
給
与
の
種
類
及
び
基
準

を
定
め
る
条
例
の
一
部
を
改
正
す
る

条
例
制
定
に
つ
い
て

●

問

詰

川

顧

問

問

問

▼
採
択
さ
れ
た
も
の

O
｢
食
料
･
農
業
･
農
村
基
本
法
｣
　
と

そ
の
関
連
施
策
を
求
め
る
請
願
書

○
学
校
事
務
職
員
及
び
学
校
栄
養
職
員

等
､
現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担

対
象
職
員
の
範
囲
を
堅
持
し
'
教
育

の
機
会
均
等
水
準
維
持
向
上
の
た
め

の
請
願
書
　
-

▼
継
続
審
査
す
る
も
の

○
生
活
保
護
家
庭
な
ど
へ
の
歳
末
援
助

を
削
減
し
な
い
よ
う
求
め
る
請
願
書

○
老
齢
者
医
療
費
助
成
制
度
に
係
る
所

得
制
限
の
導
入
及
び
対
象
年
齢
の
年

次
的
引
き
上
げ
を
実
施
し
な
い
よ
う

求
め
る
請
願
書

○
各
種
予
防
接
種
の
実
費
徴
収
を
行
わ

な
い
こ
と
を
求
め
る
請
願
書

○
保
健
福
祉
事
業
の
継
続
･
充
実
に
つ

い
て
の
請
願
書

○
保
健
福
祉
事
業
の
継
続
･
充
実
に
つ

い
て
の
請
願
書
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○
介
護
保
険
等
の
充
実
を
求
め
る
請
願
書

○
在
宅
療
養
者
訪
問
看
護
事
業
の
趣
旨
に

そ
っ
た
訪
問
看
護
事
業
の
継
続
を
求
め

る
請
願
書

○
ご
み
有
料
化
を
実
施
し
な
い
こ
と
を
求

め
る
請
願
書

▼
み
な
し
不
採
択

○
羽
黒
･
石
田
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め
る

請
願
書

○
甲
府
市
立
幼
稚
園
の
存
続
を
求
め
る
請

願
書

意
見
書

関
係
機
関
へ
提
出

(
要
旨
掲
載
)

地
方
税
源
の
充
実
に
関
す
る
意
見
書

｢
地
震
防
災
対
策
強
化
地
域
に
お
け
る
地

震
対
策
緊
急
整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政

上
の
特
別
措
置
に
関
す
る
法
律
｣
の
延
長

に
関
す
る
意
見
書

予
想
さ
れ
る
東
海
地
震
に
備
え
て
､
国

及
び
関
係
地
方
公
共
団
体
は
､
地
震
対
策

緊
急
整
備
事
業
計
画
を
定
め
､
地
震
対
策

を
鋭
意
講
じ
て
き
た
が
､
さ
ら
に
当
該
計

画
の
充
実
等
を
図
り
､
地
域
住
民
の
生
命

と
財
産
の
安
全
確
保
に
努
め
な
け
れ
ば
な

ら
な
い
｡

よ
っ
て
､
本
計
画
の
根
拠
で
あ
る
｢
地
震

防
災
対
策
強
化
に
お
け
る
地
震
対
策
緊
急

整
備
事
業
に
係
る
国
の
財
政
上
の
特
別
措

置
に
関
す
る
法
律
｣
の
延
長
を
要
望
す
る
｡

学
校
事
務
職
員
及
び
学
校
栄
養
職
員
等
､

●

現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
対
象
職
員

の
範
囲
を
堅
持
し
､
教
育
の
機
会
均
等
水

準
維
持
向
上
を
求
め
る
意
見
書

現
行
の
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度
の

見
直
し
論
が
強
ま
っ
て
い
る
が
､
学
校
運

営
を
支
え
て
い
る
学
校
事
務
職
員
･
学
校

栄
養
職
員
を
国
庫
負
担
の
対
象
外
と
す
る

こ
と
は
､
義
務
教
育
制
度
の
根
幹
に
触
れ

る
大
き
な
問
題
で
あ
る
｡

よ
っ
て
､
義
務
教
育
費
国
庫
負
担
制
度

の
現
行
水
準
を
維
持
す
る
よ
う
要
望
す

る
｡｢

食
料
･
農
業
･
農
村
基
本
法
｣
と
そ
の

関
連
施
策
を
求
め
る
意
見
書

国
民
が
安
心
し
て
託
せ
る
食
料
供
給
シ

ス
テ
ム
の
確
立
と
国
の
役
割
を
明
確
に
盛

り
込
ん
だ
法
･
制
度
が
整
備
さ
れ
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
｡

よ
っ
て
､
次
の
事
項
を
要
望
す
る
｡

一
当
面
カ
ロ
リ
ー
ベ
ー
ス
の
食
料
自
給

率
五
十
%
を
目
標
と
す
る
こ
と
｡

二
　
環
境
保
全
型
農
業
な
ど
､
安
全
な
食

料
生
産
の
研
究
と
普
及
､
減
収
補
償
な

ど
の
支
援
措
置
を
行
う
こ
と
｡

三
　
多
様
な
営
農
形
態
の
支
援
と
'
農
業

生
産
法
人
に
つ
い
て
安
易
な
用
件
緩
和

を
行
わ
な
い
こ
と
｡

四
　
農
家
の
経
営
安
定
の
た
め
､
所
得
補

償
政
策
を
導
入
す
る
こ
と
｡

五
　
条
件
不
利
地
域
で
の
生
産
活
動
の
維

持
や
定
住
化
促
進
､
環
境
保
全
型
農
業

な
ど
に
よ
る
環
境
や
国
土
の
保
全
景
観

維
持
の
取
り
組
み
に
対
し
て
､
直
接
所

得
補
償
を
行
う
こ
と
｡

農
業
委
員
を
推
せ
ん

農
業
委
員
の
任
期
満
了
に
伴
い
､
市
長

か
ら
依
頼
の
あ
っ
た
学
識
経
験
を
有
す
る

者
の
中
か
ら
選
ぶ
委
員
の
推
せ
ん
が
行
わ

れ
､
依
田
敏
夫
､
谷
川
義
孝
､
大
村
幾
久

夫
の
各
議
員
を
全
員
異
義
な
く
推
せ
ん
す

る
こ
と
に
決
し
ま
し
た
｡

第
一
奥
仙
丈
山
恩
賜
県
有

財
産
保
護
組
合
議
会
議
員

を
選
挙

組
合
を
組
織
す
る
甲
府
市
と
敷
島
町
議

会
が
選
ぶ
議
員
の
指
名
選
挙
が
行
わ
れ
､

次
の
方
々
が
当
選
し
ま
し
た
｡

甲
府
市
荒
川
一
丁
目
四
番
一
四
号

五

　

味

　

理

　

作

甲
府
市
池
田
二
丁
目
一
二
番
一
六
号

丸

　

茂

　

昭

　

三

甲
府
市
池
田
二
丁
目
九
番
一
九
号

小

　

林

　

　

　

清

甲
府
市
池
田
三
丁
目
五
番
二
〇
号

三

　

井

　

哲

　

男

甲
府
市
山
宮
町
一
〇
九
番
地

永

　

田

　

安

　

信

甲
府
市
上
帯
那
町
九
六
五
番
地

未

　

木

　

紀

　

夫

甲
府
市
下
帯
那
町
三
五
〇
番
地
四

角

　

田

　

源

太

郎

甲
府
市
平
瀬
町
九
三
一
番
地

末

　

木

　

　

　

武

甲
府
市
平
瀬
町
二
'
〇
四
〇
番
地

未

　

木

　

兼

一
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新議員の横顔

小沢　網雄
青沼二丁目5-7

新政クラブIl期

℡235- 1476

福永　　稔
上今井町275- 10

新政クラブ　2期

℡241 -2195

●

依田　敏夫　　　　　川名　正剛　　　　　飯沼　　忠　　　　　末木　隆義　　　　　海野平八郎

上石田三丁目2 -26　　　西田町3-47リバティ向田104号　　　　山宮町1530-20　　　　　　　金竹町2 - 5　　　　　　伊勢四丁目8 - 4

新政クラブ　5期　　　　　新政クラブ　5期　　　　　新政クラブ　4期　　　　　新政クラブ　3期　　　　　新政クラブ　3期

℡222-2356　　　　　　　　　℡252-2532　　　　　　　　　℡251 -3946　　　　　　　　　℡224-3636　　　　　　　　　℡237-2071

桜井　正吾　　　　　山村　雄二

善光寺-丁目6 - 8　　　　　　塚原町7蝕

新政クラブ　1期　　　　　新政クラブ　1期

℡233-8552　　　　　　　　　℡252-6194

森沢　幸夫　　　　　斉藤　憲二　　　　　細田　　清

千塚四丁目2-5　　　　　富竹二丁目8-16　　　　　　横根町53-9

政友クラブ　5期　　　　　政友クラブ　5期　　　　　政友クラブ　4期

℡252-0013　　　　　　　　　　℡226-3336　　　　　　　　　　℡237- 1591

柳沢　暢幸　　　　　宮川　幸司

中央三丁目10-15　　　　　　桜井町585- 1

政友クラブ　2期　　　　　日新クラブ　4期

℡235-2472　　　　　　　　　℡232-0566

堀内　征治
宮原町39- 8

公明党　5期

℡241-8886

小越　智子
善光寺三丁目21- 7

日本共産党　1期

℡237-4625

野中　一二　　　　　深沢　芳次　　　　　内藤　幸男

武田二丁目11-19　　　　　朝気-丁目2 -35　　　　　塩部三丁目2 -23

新政クラブ　1期　　　　　新政クラブ　1期　　　　　政友クラブ　8期

℡252 -4802　　　　　　　　　　℡237-2742　　　　　　　　　　℡252-9185

雨宮　年江　　　　　谷川　義孝　　　　　山村　勝一

和戸町1195- 2　　　　　　　古府中町2784　　　　　　　　山宮町719

政友クラブ　3期　　　　　政友クラブ　2期　　　　　政友クラブ　2期

℡232-4765　　　　　　　　　℡252 -8387　　　　　　　　　℡251 - 1034

小野　雄造　　　　　金丸　三郎　　　　　原田　英行　　　　　保坂　一夫

湯田-丁目4-3　　　　伊勢二丁目7-ll-505　　　　国母四丁目7-21　　　　塩部三丁目5-28

日新クラブ　4期　　　　　日新クラブ　3期　　　　　日新クラブ　2期　　　　　日新クラブ　2期

℡235-3457　　　　　　　　　℡237 -3600　　　　　　　　　℡224-4702　　　　　　　　　℡251 -7090

秋山　雅司　　　　　大村幾久夫

千塚四丁目7-20　　　　　下飯田四丁目6-20

公明党　5期　　　　　　　公明党　4期

℡251 - 1618　　　　　　　　　℡228-7669

清水　節子　　　　　中込　孝文

伊勢四丁目21- 1　　　　酒折二丁目2 -14

民主党　5期　　　　　　社会民主党　4期

℡235-6510　　　　　　　　　℡232- 5383

､中山　善雄
住吉三丁目2-16ヴィラ萩原1-B

公明党　1期

℡223 -0027

上田　英文
下鍛冶屋町994

無所属　9期

℡241 -6600

加藤　　裕　　　　　石原　　剛

千塚五丁目15-39　　　　中小河原一丁目16-28

日本共産党　4期　　　　　日本共産党　3期

℡251 -6973　　　　　　　　　℡241 -3561

㊧各議員の写真の下には氏名･住所･
所属会派･当選回数･電話番号を掲

載してあります｡

なお､掲載順序は各会派順です｡
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